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私はこれまで, モリエール作品の大きな流れを, そこに頻出する 「仮面」 (「外観」) のテー

マの変奏という観点から跡づけよう としてきた(1)。 こ う した 「表層」 の 「実体」 からの分離

を前提とする不安なテーマー一一それはモリエールのみに見られるのではなく , 他の多くの同

時代の作家たちにも見出だされる, この時代の特権的なテーマの一つなのだが(2) ¬ は, 十

六世紀から十七世紀にかけて西欧を襲づた一大知的危機に関係していると考えられる。 そう

した危機とは, 中世のスコラ的な知の根幹をなしていたアリス トテレス= トマス主義的な直

観的 ・ 日常的世界観の崩壊という現象(3)であり, それによって人間が感覚によって捉える世

界は, 演劇と同様の仮象世界, シミュラークルの世界_と化してしまう6 「視覚の不確実さ」

の意識が常に人に付き纏い, ラ ディ カルな懐疑主義が横行することとなる。 演劇はよって,

この時代の知の全体的なモデルとなっていたと考えられ, 十六世紀後半から十七世紀前半に

かけての, これまで主にバロックと称されてきた演劇は, そう七た世界の仮象性を知的前衛

と して率先して飽く ことなく描きだしていたわけだが(4), そう した傾向が, モリエールを初

めとするいわゆる古典主義期の作家たちにも形を変えこそすれ現われ続けているのである。

したがって, 「仮面」 や 「外観」 のテーマからモリエール作品を捉えるこ とは, この時代の

知の枠組みというマクロ的なコンテキス トの中にそれを組み込んでゆく こ とにもつながるで

あろ う○ ■

私は既に, モリエール作品における 「仮面」 と 「外観」 に関するテーマを四つのタイプに

分類していた(5)。 初期の (英雄) 喜劇 「ナヴァールのドン ・ガルシーまたは嫉妬深い王子

Dom G(lrciedeNauarreou lePr伍cejalouχ) ( 1661)バこ典型的 に現われ て い る 「偽 り の外

観 fausseapparence」 のテーマにおいては, 事物 (ないしは現象) が偶然的な視覚のトリッ
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クによって人を欺くのに対して, 「タルチュフまたはぺてん師LeTartu∬eoμI’lmposteur」

(1664) では, 人を欺く ものが事物から意識的な 「仮面」 の人間へと変わっている (両者に

は, 欺かれる人間の 「視覚の不確実さ」 の意識が共通している)。 「ドン ・ジュアンまたは石

の饗宴 刀omゐ。 oaXeR s£加& 7」1erre」 (1665) , 「人間嫌い LeMisaMhrope」 (1666)

を通じて, 作者はこう した 「仮面」 の人間を批判的に扱っており, それが二つ目のテーマで

ある 「反仮面 anti-masque」 を構成する。 しかし, そう した批判的態度は次第に変化し,

『アンフィ トリオン ル即/沿ry- 』 (1668) や 「ジ ョルジュ ・ ダンダンまたはしてやられた

亭主 GeorgeDartdin, ou leMari, co可on,dt↓」 (1668) では, 「仮面」 と 「外観」 に翻弄され

る人間の様を突放して客観的に描く ようになり ( 「勝ち誇る仮面 masquetriomphant」 の

テーマ ) , それが後期の 「守銭奴 L’Au(1re) (1668) や 「町人貴族 £e3凹rgeois

ge几tUhomme」 (1670) になると, 逆に肯定的な登場人物たちが 「仮面」 を用いるこ とで不

当な境遇から脱する様が描かれるようになる (「善いぺてん師几(仮面) bonimposteur(mas-

que)」 のテーマ) (6)。

今回扱う ことになる, モリエールの最後の作品である 「気で病む男 LeMdadei,magi一

肥面」 (1673) も, 肯定的な人物たちが 「仮面」 を活用しており, 一応 「善いぺてん師」 の

テーマ系に属すると考えられるが, そこでは 「反仮面」 のテーマ系に現われていたような悪

辣な 「仮面」 も登場しており, あたかも作者がその白鳥の歌で総決算を図っているような印

象がある。 まず梗概を記しておこう ー パリに住むブルジョワのアルカンは, 自分が病気だ

と思い込んでおり, かかりつけの医者のピュルゴン氏の言うなりで薬漬けになっている。彼

は自分の延命のために, 娘のアンジェ リ ックを一 彼女にはクレアントという恋人があるに

もかかわらず一 医者のデイアフォワリュス父子のもとに嫁がせよう と考えている。 一方ア

ルカンの後妻のベリーヌは, 先妻の娘たち (アンジェ リ ックと幼いルイソン) を修道院にや

ることで遺産を独占するべく 画策している。 そう した不正に対して, 女中のトワネッ トとア

ルカンの兄弟のベラルドは協力して, 若者たちの幸せを守ろう とする。彼らはアルカンに死

んだふりをさせることで, ペリーヌとアンジェ リックの真実を彼に示す。後妻の喜びと娘の

悲しみを目のあたりにしたアルカンは, ついに目が覚め, 前者を家から追い出し, 後者のク

レアント との結婚を許すー ただしクレアン トが医者になるという条件で (ペラルドに責め

られ処方を守らなかったアルカンは, ピュルゴン氏に見離されてしまっていたのだ) 。 しか

しベラルドは, 儀式を執り行う ことでアルカン自身を医者にすることを提案する。 こう して

劇は, バレーを含み華やかな, 滑稽な偽りの医学学位授与式によって幕を閉じることになる。

まず, 「悪い仮面」 の側から見てゆく こ とにしよう。 それは当然, 後妻のベ リーヌ と いう

ことになる。 彼女は, 裏ではアルカンの一日でも早い死を望み, 彼の娘たちから遺産を奪う

ために奔走しているが, アルカンの前では夫を溺愛する貞淑な妻を演じている。 そう した彼

女の姿が最も端的に現われているのが1幕6場から7場にかけてで, そこで彼女は, 彼女に

有利な遺言書を作ろう というアルカンに対して, 表面的には大袈裟に彼の死について語るの

を嫌がりながら, 実際には自ら公証人を呼んでおり, 嫌がる言葉の一つ先でアルカンの隠し

金の正確な金額を聞き出すのである。 彼女はまさにもう一人のタルチュフであり, 後者がテー



仮面のプシコマキア ーモリエール 「気で病む男」 と懐疑主義思想- 131

ブルの下に隠れたオルゴンという 「善い仮面」 の側の演劇的な反撃にまんまと引っ掛かった

のと同様, アルカンの死の演技に惑わされて化けの皮を剥がされることになる。

そう した彼女とコンビを組んでいるのが, 公証人のボンヌフォワ氏である (彼はその逆説

的な名前のアナロジーからして, タルチュフの友人とおぼしき執達吏ロワイヤル氏を想起さ

せる)。 彼は, 妻への遺産相続を禁じる慣習法の裏をかく様々な方法 (第三者への形式的な

贈与による 「信託処分 fid61commis」(7) 等々) をアルカンに示す。 こう した 「良心の迂回路

d6toursdela conscience」 は , ク ト ン も 指摘す る よ う に (8) , 明 ら かに タ ルチ ュ フ がエ ル ミ ー

ルに不倫の正当化のために示 した,二「我々の良心の絆を緩める 6tendrelesliensdenotre

conscience」, イエズス会士を中心と してまとめられていた決疑論的な倫理神学を法律的な

領域に置き換えたものなのである(9)。 彼もまた明らかに, 社会の表裏を 「仮面」 によって生

きぬこう とする 「ぺてん師」 の群れの一員なのだ。

それに対して, 「善いぺてん師 (仮面)」 の側のメ ンバーはといえば, まず女中のトワネッ

トが挙げられる。 彼女は, モリエールが創りだした生き生きと した女中たちの中でも最も活

力のある存在であり, 演劇的な 「仮面」 の化身とでも呼びたいほどである。 i 幕 2場で最初

に登場する際, 来るのが遅いといきな りアルカンにどな りつけられた彼女は, すかさず 「頭

をぶつけたふりをして faisantsemblantdes’6trecogn61at6te」, 悪態をつ きかえす。 ア

ルカンが怒ると, 今度は泣き真似で攻撃をそらす。 2幕2場でアルカンにもっ と小さな声で

話せと叱られると, 「話すふりをして Ellefaitsemblantdeparler」 声は出さず, アルカ ン

が聞き返すと大声で答える。 こう したフ ァルス的な所作のレベルだけでなく ,つ彼女の行動全

体が演劇的仮面的な色彩に色濃く染まっている。 1幕8場でアンジェ リックからベリーヌたち

[…] maispourvousserviravecplusd’effet, jeveuχchangerdebatterie, col£urirlez61e

quej’ai pourvous, etμ17㎡red’6ntrerdanslessentimentsdevotrep6reetdevotrebelle-

m6re. (10)

の陰謀に対する助力を乞われた彼女は, 以下のように, 彼女らに従う ように見せかけて, そ

の腹の内を探ろう と言う一 犬

こ卜う した 「装う feindre」 や 「ふりをする (外見をつく る) fairesemblant」 といった表現

は, 「守銭奴」 における 「善いぺてん師」 の代表であったヴァ レールも使ってお り(11), 彼ら

が一連の人物系のうちに構想されていることが確かめられる。 そ して, こう した演劇的仮面

的な行動様式の頂点が, 言う までもなく劇を急速に終息へと向かわせる二つの決定的な行動

一 自らの医者への変装とアルカンに死を演じさせるこ とー である。 かかりつけの医者に

見離されパニックに陥ったアルカンを安心させるために, トワネッ トは 「放浪の名医」 に早

変わり し, 以前の医者の診断をことごと く覆してアルガンのいわば悪魔払いをする。 そ して

更に, 前述のようにアルカンに 「死んだふりをする contrefairelemort」 こ とを求めて/

ペリーヌ とアンジェ リ ックの真の姿を彼に見せるのである。

[‥‥‥] でも貴方様にもっ と効果的にお仕えするために, 私は方策を替えて, 貴方様に

対する誠心を覆い隠して, お父様とお義母様のお考えに同感しているように装いましょう。
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以上述べてきた トワネッ トを典型として, この作品における肯定的な登場人物は, みな多

かれ少なかれ, こ う した演劇的仮面的な行為によって特徴づけられているのである。 そう し

た傾向は, なんと幼いルイソ ンにまで及んでいる。 2幕8場で, アルカンにアンジェ リ ック

の部屋にク レアン トが行っていなかったかと問い詰められた彼女は, 父親が鞭を持出すと,

その場に倒れて 「死んだふりをする E11econtrefait lamorte.」。 その後も と も と死を極端

に恐れているアルカンがそれを見てパニックに陥る有名な場面が展開するのだが, このよう

に子供たちが親の権力に対して 「演戯」 によって対抗するのが, モ リエールの 「善いぺてん

師」 のテーマ系の作品の特徴なのである。 また, その少し前で, アルカンがルイソンを 「小

さな仮面 petitemasque」 と呼んでいることは, 我々のテーマからするとやはり注目される。

ク トンはフュルチエールの辞書を引きながら, 「仮面 masque」 がこの当時女性の醜さや老

いに対する侮蔑の意味を持っていたことを示しているが(12), 私が過去の論文で明らかにして

きたモリエール作品中でこの言葉が一貫して持っている重要な意味を考えれば, またこの場

でルイソ ンが行なっている行為一 嘘, 演戯- の質を考えれば, 「仮面」 がこ こで も文字

どおりの演劇的意味で使われていることは明らかだろ う。 犬

幼いルイソンでさえ, 自らの才覚で演劇的な 「仮面」 によって親の横暴から身を守ってい

るとすれば, ク レアン トとアンジェ リ ックのカップルがそうするのはむしろ当然と言えよう。

クレアン トはアルカンに気づかれないよう , アンジェ リ ックの音楽教師の代理という 「外観

のもとに sous1’apparence」 彼女に接近する。 しか しアルカ ンが二人き りで部屋に行 く の

を許さず, また折悪し く恋敵のデイアフ ォワリュス父子がやって来たので, ク レアン トは彼

らを前に, 気晴らし用に 「小オペラ」 をアンジェ リ ックとともに歌おう と申し出て, その中

の羊飼いの恋にかこつけて自らの想いを彼女に伝えよう とする。 アンジェ リ ックは最初は戸

惑うが, ク レアン トの意図に気づいて彼に答える。 ここでは 「仮面」 は, 実際の演劇ジャン

ルであるオペラ と重ね合わされているわけだ。 ド ゥ フ ォーも, 「気で病む男」 とい う劇が

「笑いと演劇の讃歌」 であ り, 医学に対して演劇こそが人間を真に癒すこ とがで きるこ とを

主張しており, その (肯定的) 登場人物たちがこの場のクレアントとアンジェ リ ックを初め

として√(ジャンルと しての) 演劇を戦略として使っていることを明らかにしている(13)。 実

際彼も指摘するように, その他, トワネッ ト と と もに若者たちの幸せを支えよう とするベラ

ルドも, アルカンの憂欝を晴らすためにと彼に 「ムーア人に扮したジプシーこたちの」 歌と踊

りのいわば大道芸を見せ (それが第二の幕間劇となる) , 更には, 一種の 「仮面劇」 と も見

倣されうる最後の偽りの医者の学位授与式 (第三の幕間劇) をプロデュースする。 この 「気

で病む男」 という劇には, その上, 序幕ではルイ十四世の戦功を讃える田園劇が, 第一の幕

間劇ではトワネッ トに恋する老人が登場するコメディ ア ・デラルテ風の寸劇が挿入されてい

て, 演劇ジャンルのオンパレー ドの観を呈してお り, まさに ドゥフォーの言う 「演劇の讃歌」

の言葉もむべなるかなと思わせるのである。 彼は,・ 我々が見てきたよう な日常的策略的な

「仮面」 の使用という よりは, こ う したジャンルと しての演劇の癒しと しての使用に光を当

てているのだが, 当然二つの視点は重な りあって く るのである。

これまでは, ペリーヌたちと, トワネッ ト とベラルドに先導された若者たちという善悪の
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「仮面」 たちが, 主人公のアルカンを自らの陣営に取り込もう と争う という , 「気で病む男」

という劇のプシコマキア的な基本構造を見てきた。 それでは, 中心にいるアルカンはどのよ

うに描かれているだろうか? 自分の関心事- この場合は病気と延命策一 以外のことには

全く無関心になって しまった, この典型的にモリエール的な登場人物が, ここでは何度とな

く 「視覚の不確実さ」 のイ メージのもとに描かれていることに注目しよう。 呆れ果てたベラ

ルドが言う よ うに一 一

Il faut vousavouer quevous6tesunhommed’unegrandepr6vention, et queりoasりoyez

Zes池oses αuecd’a Γα71gesjyaxx.

これだけは言つておかなければならないけれど, 貴方はとても先入観に捉われたお人で,

物事をおか しな目でご覧になる。

時に私は, 目の前にヴェールがかかっているような気がするんです。

トワネッ トはアルカンに, 右目が左目を邪魔しているので, 右目はつぷしたほうが善いと診

断を下す。 その方がまだしも, ものがよ く見えるだろう というのだ。

医者に変装した トワネッ トの問診に答えて, 彼は自ら視覚の異常を告白する。

11mesembleparfoisquej ’ai un voiledevant lesyeuχ.

これらの部分は, もちろんおどけた表現ではあるが, その執拗さからして, 「タルチュ フ」

におけるオルゴンとペルネル夫人の会話同様(14), 作者の人間の 「視覚の不確実さ」 に対する,

懐疑主義的な強いこだわりをうかがわせるものだろう。 こう したアルカンの 「視覚の不確実

さ」 ゆえに, 「仮面」 がその効果を最大限に発揮するのである。

以上, 二種類の 「仮面」 たちと, 「視覚の不確実」 なアルカンの関係を見てきたわけだが,

「気で病む男」 という劇には, 今一つアルカンに関わっている大きな勢力と して医者たちが

存在する。 この作品に登場する医学関係者たち (デイアフオワリュス父子, ピュルゴン氏,

薬剤師のフルラン氏) はみな, 血液循環等この時代の新しい科学上の発見には目も くれず,

Ne voyez-vous pas qu’il incommede l’autre,et lui d6robe sa nourriture? Croyez-moi,

faites-vous-1ecrever auplust6t, vousverre2 plusclair de1’(eil gauche.

貴方は, 一方が他方を邪魔していて, 養分を奪っているとはお思いにならないか ? なあ,

で きるだけ早 くそれをつぶしておしまいなさい, 左目だけでもっ とはっ きりとご覧になれ

るだろう。



それ [医学] を本物と思う どころか, ここだけの話ですが, 私はそれを人類最大の気違い

沙汰の二つだと思いますよ。 そ して , 事を達観して眺めるなら, これほど面白い仮面劇も

ない,几[‥。… ・] 卜 上

Bien loindela [m6decine] tenir v6ritable, jela trouve, entrenous, unedesplusgrandes

foliesqui soit parmi leshommes, et a regarder leschosesenphilosophe, jenevoispoint

deplus plaisante瓜o肌erie, [ … ]
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古代以来の体液説を盲目的に信じきっ た頑迷な人物と して描かれているのだが, アルカンと

の異様に長い対話の中で, 医学自体の虚妄性を完膚なきまでに批判する, ペラルドの次のよ

うな言葉に注目しよう ー

ここでは, 医学自体もまた 「仮面」 のイメ ージで捉えられているのだ。 そ して, そう したイ

メージが, ベラルドがプロデュースする第三の幕間劇へとつながってゆく こ とは明らかだろ

う。 そこでは, 医学学位授与式がカーニヴァルの余興の 「仮面劇」 として演じられパロディー

化される ( しかし驚くべきことに, こ こで展開される滑稽な儀式はモリエールの全くの創作

という わけではな く , 同時代のモンペ リエ大学医学部の学位授与式の様を描いたジョ ン ・ロッ

クの 「日記」 を信じれば, 両者はほぼ同じ構成をしており, しかもモンベリエではなんとリュ

リーの音楽が使われていたという ! ) (15)。 このようにモリエールは 「気で病む男」 において

は, アルカンを取 り巻く三つの勢力を , いずれも演劇的な 「仮面」 のイメージによって描き

だしていると言える。 彼は, 自分を取 り巻 く世界の至る所に 「仮面」 の作用を見出だしてゆ

く。 まさに, (バロック的な) 世界認識の鍵としての 「演劇」 と 「仮面」。

しかし, なぜ医学がこのように, 「仮面」 のイメージのもとに, まやかし と して描かれな

ければならないのか ? もちろんそれは, 当時の医学がそれ自体前述のように, 実験科学とな

る以前の思弁的な状態に留まっていた という こ とがある。 だが, そのこととともに, モリエー

ル自身に, 人間の認識と学問に対する根強い懐疑主義が存在することを見逃してはならない

だろう。 なぜ人間が他の人間を癒すこ とを望まないのかというアルカンの問いに対して, ベ

ラル ドは以下のように答えているー

ここにもまた, 人間の 「視覚の不確実さ」 の意識が一 今回は一般化された形でー はっ き

りと現われている。 アダンは, この箇所に見られる 「これまで 」usquesici」 という表現を

それはお兄さん, 我々という機械のから く りは, これまでのところ人間がなにも窺う こ と

のできない神秘であり, 自然は我々の目の前に, 何事かを知るには余りにも厚い幕を垂れ

ているからですよ。

Par la raison, mon fr&re,queles ressortsdenotremachinesont des myst6res, jusques

ici, oil leshommesn,euoi,en,t goutte, et queZα7xα旨reyxoasα肌isαびーぬ 乙ノαM 面syaxχ面s

び成Zes £rop &ρ㎡spoxzr jycotxxxd £re9£zeZ9びe池ose.



11est vraisemblablequeleprincipal cr6dit desmiracles, desvisions, desenchantements

et de ces effets extraordinaires, vienne de Xα p㎡ssα7xce & 1’1771αg加α£foπ agissant

principalement contrelesamesdu vulgaire,plusmolles. 0 n leur a si fort saisi la cr6-

ancequ’Uspen,se飢 uoir cequ’Usn,euoieM pas. (21)
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重要視して, モリエールが今後の近代科学の発展に希望を注いでいたと結論づけているが(16),

ガラポンも反論するように(17), そのような慣用的な表現にそれほどの重要性を認めることに

は問題があろう。 また逆に, ガラポンはそう したモリエールの医学への否定的見解を彼自身

の個人的な経験 (言う までもな く , 医者の治療の効果もな く肺の病が悪化した彼は, この

「気で病む男」 の四回目の上演中に血を吐いて倒れ, その日のうちに死んでしまうのであり,

こう した病と死に関する遺作と作者の劇的な死との余りに見事な符合が, この作品の解釈に

大きな影響を与えてきた) に結びつけているが√もちろんそう した個人的な遺恨の響きの存

在を否定することはできないにせよ, そのこ とが, こう した懐疑主義, 「人間の視覚と認識

の不確実さ」 の意識が, モリエールの執筆活動の初期からほとんど一貫して, また医学だけ

でなく=様々な領域において見られること (18)を, 忘れさせてはならないだろ う 。 こ う したこ

の時代の知を色濃く染めていた懐疑主義の影こそが, 前述のようにモリエール作品に遍在す

る T仮面」 のテーマのまさに背景をなしているのである(19)。

こう したモリエールとこの時代の懐疑主義の関係を, 更に具体的に眺めてみよう。 ダン ド

レーは, アルカンの 「症例」 を同時代の様々な知の領域との関係の中に探った大著の中で,

モンテーニュを初めとする懐疑主義者の人間の認識に対する思考との関係をも扱っている (゙ ))。

彼によれば, 懐疑主義的思想においては, 「想像力 imagination」 こそが, 人間の認識の誤

謬, 「視覚の不確実さ」 を作りだす元凶なのである。 たとえばモンテーニュにおいては, 人

が見たと称する奇跡の大半は, 「想像力の力」 が作りだしたものという こ とになる。

奇跡や幻視や魔法といった異常な効果を見たと信じるのは主に, 特に大衆のより脆弱な精

神に働きかける想像力の力に由来すると思われる。彼らの心はそれらを信じるように余り

に強く捉われているので, 見ていないものを見たと思って しまう。

Pourquoi pratiqueilt lesm6decinsavant main la cr6ance de leur patient avec tant de

faussespronlessedesa gu6rison, si cen・’est 吋・ que1’effet de1’im(lgirtation, suppnsse

l’impos治redeXaxr αpoz&Me. 11ssavent qu’un des maitres de cem6tier leur a laiss6

par 6crit, qu’il s’est trouv6 deshommes & qui la seule uue de l(l m6decine fdsait

rop&ration.

「想像力」 によって 「見ていないものを見たと思ってしまう」 のは, なにもここで言われて

いる素朴な信心家だけではな く , 嫉妬による先入観のために常に恋人の傍に恋敵の影を見て

しまう ドン ・ガルシー王子もまた, そう であろ う。 モ ンテーニュは更に, こう した 「想像力」

の作用を, 医者と患者の関係にも見出だ している。



まず, 医者の処方 (投薬) が 「ぺてん」 と形容されていることに注目しよう¥ ( 「ぺてん」 と

いう語はモリエール作品中では, ほぼ 「仮面」 と同義で使われている)。 また, 想像力によっ

て 「医者を見ただけで治療が行なわれてしまう」 ならば,I. 医者に変装した人物が登場するだ

けで同じ効果が期待されるではないかー それこそが, 「 ドン ・ ジュアン」 や 「いやいやな

がら医者にされ」 のスガナレルが, また 「気で病む男」 の トワネッ トと最後の 「仮面劇」 が

行なっているこ とだろう。I r気で病む男 LeM(山ldeim(昭流(面e) という劇 は, こ う した懐

疑主義的な 「想像力」 の作用の戯れの劇と見倣すことができる。 ペラルドが以下のように言

及しているようなそれのー
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なぜ医者たちはあらかじめ, あれほど治癒の偽りの約束で患者の信頼を作り上げてお くの

か, も しそれが, 想像力の効果が彼らの煎じ薬のぺてんを補うためでないと したら ?彼ら

は, この職業の巨匠の一人が, 薬を見ただけで処置が行なわれて しまった人たちもいるこ

とを, 彼らに書き残していることを知っているのだ。

[・・. ] et, detouttemps, il s’estgliss6paimi leshommes& &ellesim昭加dioxxs, etque

nousvenonsa croire, parcequ’elles nous flattent et qu’il serait a souhaiter qu’elles

fusssent v6ritables.

以上見てきたように, 「気で病む男」 は, 「人間の視覚と認識の不確実さ」 という懐疑主義

的な思想を背景と した, 三種類の 「仮面」 の葛藤を扱っていた。 シミ ュラークルが跳梁し,

「想像力」 が支配する, この近代の産みの苦しみの不安な世界においては, 演劇的な丁仮面」

こそが人間の行動の鍵となる。 それは確かに, 悪辣な人間に使われるこ とで脅威にもなるが,

同時に人が自ら身を守る武器と もなるのである。 それこそが, 演劇が知に一般的な認識モデ

ルを提供していたこの時代の意識的な演劇人と してのモリエールが, その作品で展開してき

た 「演劇的知」 であった。 この最後の作品で, 彼はそう した展開を総合しているように思わ

れる。 これまでのモリエール研究は主に, 十九世紀的なリアリズム概念によって, 作者が当

時の風俗や事件といった現実を透明に作品に反映させていると した り, 現代心理学の知見に

よって, 登場人物の深層的な心理を探った りしてきた。 しかし, ある時代に特有の知の枠組

みという フーコー以降の文化史の展開に慣れた我々は一方で, ( ドゥフ ォーやダン ドレーの

ように) ここでもモリエールの時代に特有な読解格子を探ってゆかねばならないだろう。 そ

の一つが, ここで我々が見てきた 「仮面」 の概念であり, それは, 我々がかつて汀偽信者」,

「堕落貴族」, 「医者」 といった個々の 「風俗」 あるいは 「心理」 と して見てきたものの背後

に, 共通して存在するものなのである。

モリエールは, 私かこの論文の冒頭で示した四つの 「仮面」 ( と 「外観」) のテーマ系の中

[‥‥‥・] いつでも人間にはあの見事な想像力が滑り込んできてしまう , そ して我々はそ

いつを信じて しまう , というのも,犬それが我々の気を引き, それが本当であることが望ま

しいからなんだ。
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